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 本研究室では n型半導体として有機 ELに応用されているHexaazatrinaphthylene (HATNA)誘導体

から構成される新規な d-π複合系半導体材料を開発し、その光学特性及び電気的特性を明らかに

し、太陽電池素子への応用を試みている。今回は、

HATNA-(SC6H13)6(Fig.1)から成る配位高分子を用いた太陽

電池を中心に報告する。 

 HATNA-(SC6H13)6 と臭化銅(I)をクロロベンゼンに溶解

し、スピンコート法で製膜した薄膜の吸収スペクトルを

Fig.2 に示す。可視領域に幅広い吸収がみられており、こ

の吸収スペクトルから見積もったバンドギャップと光電

子分光の結果(Fig.3)より、HOMOが-5.18 eV、LUMOが-3.61 eVとなっている。この結果より、n

型半導体に PCBMを用いることで、この配位高分子が p型半導体として機能すれば有機薄膜太陽

電池を作製出来ると考え、配位高分子と PCBMからなる太陽電池を作製し、素子評価も行ってお

り、詳細は当日に報告する。太陽電池のデバイス構造は、ITO/PEDOT:PSS(20 nm)/活性層(100 

nm)/C60(40 nm)/BCP (10 nm)/Ag (100 nm)である。測定結果より光電流が発生していることが分かっ

たが、電流値は小さかった。これは内部量子効率が 1%未満しかないためにこのような結果に成っ

たと考えている。つまり発生

したキャリアを上手く輸送

出来ていないので、まだまだ

改善の余地は残されている

と考えている。また、臭化銅

(I)以外にチオシアン銅(I)や

ヨウ化銀(I)等についても併

せて報告する。 
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Fig.1 Structure of HATNA-(SC6H13)6 

Fig.2 UV-Vis-NIR Spectrum of  

Coordination Polymer 

Fig.3 Photoelectric Spectrum of  

Coordination Polymer 
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